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■⾃転⾞関連の取組状況
（１）⾃転⾞通⾏空間 〜整備状況〜

⾃転⾞通⾏空間のネットワークを形成するため、整備路線を選定。
◎市内全体で154.5kmの整備が完了。（令和７年３⽉末⾒込み）

⾃転⾞道 ⾃転⾞通⾏帯

０.０km ２４.０km

博多駅前線（はかた駅前通り） 福岡志摩前原線 3

⾞道混在 ⾃転⾞歩⾏者道

５８.７km ７１.８km

⾃転⾞通⾏帯の整備例 ⾞道混在の整備例

はしる

●⾃転⾞通⾏空間ネットワーク路線図（整備延⻑６３４km） ●整備形態別整備延⻑（令和７年３⽉末⾒込み）



■⾃転⾞関連の取組状況
（１）⾃転⾞通⾏空間 〜整備状況〜
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はしる

●整備タイプごとの⾃転⾞通⾏空間整備実績【ｋｍ】

⽮⽻根

交通規制あり

交通規制あり

H27以降に整備されたものは⻘⾊

H26以前に整備されたものは緑⾊

整備延⻑ 道路延⻑
0.0 0.0

２．⾃転⾞通⾏帯 22.8 11.5
３．路肩の整備 48.9 24.6

71.7 36.1
物理的分離 28.6 16.2
４．(うち通⾏位置指定） 22.6 13.1
５．(うち⾃転⾞誘導） 6.0 3.1
視覚的分離 43.2 22.7
６．(うち通⾏位置指定） 16.6 8.8
７-1．(うち⾃転⾞誘導）⻘ 14.7 7.8
７-2．(うち⾃転⾞誘導）緑 11.9 6.1

71.8 38.9
143.5 75.0

R5まで（累計）

１．⾃転⾞道

【⾞道】

【歩道】

項  ⽬

【合計】 整備延⻑（累計）



■⾃転⾞関連の取組状況
（１）⾃転⾞通⾏空間 〜整備状況〜
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はしる

●歩道内整備タイプ詳細事例

規制あり、完全分離

４ 物理的分離（通⾏位置指定）
例︓明治通り ※舞鶴公園前

規制あり、完全分離 規制なし、完全分離

５ 物理的分離（⾃転⾞誘導）
例︓県道桜井太郎丸線

規制あり、⽩線分離

６ 視覚的分離（通⾏位置指定）
例︓伊都区画整理駅前線

７-1 視覚的分離（⾃転⾞誘導）⻘
例︓明治通り

７-2 視覚的分離（⾃転⾞誘導）緑
例︓⽇⾚通り

規制なし、カラー分離規制なし、カラー分離



■⾃転⾞関連の取組状況
（２）⾃転⾞通⾏空間 〜市政アンケート〜

令和4年度市政アンケート調査結果＜調査テーマ︓道路整備について＞回答者数︓585⼈

●道路の安全性や⾛⾏性について

●道路の整備の考え⽅

●⼒を⼊れていくべき道路事業
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再掲（資料３）
はしる



■⾃転⾞関連の取組状況
（３）⾃転⾞関連事故の発⽣状況

■福岡市内の自転車関連事故件数

・⾃転⾞関連事故は減少傾向だが、⾃転⾞が加害者となる対歩⾏者の事故の割合は横ばい
・⾃転⾞対歩⾏者の交通事故の約５割が歩道上で発⽣している。
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（その他の特徴）
時間帯別

８〜１０時の間が最多
年 齢 別

１０歳代が最も多く、全体の約３割
曜 ⽇ 別

⽕曜⽇が最多。⼟⽇よりも平⽇の
事故が多い

資料︓福岡県警事故統計より

まもる

■福岡県内の自転車対歩行者衝突地点別発生状況（R5）

再掲（資料３）



■⾃転⾞関連の取組状況
（３）⾃転⾞関連事故の発⽣状況
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■曜日別自転車関連事故件数

■年齢別自転車関連事故件数

■時間帯別自転車関連事故件数

・曜⽇別の⾃転⾞事故件数をみると、⽕曜⽇が最も
多くなっています。また、⼟⽇よりも平⽇の⽅が
約1.6倍多く事故が発⽣しています。

・年齢別にみると、15〜19 歳、30〜39歳の事
故が多くなっており、通勤・通学で⾃転⾞を
利⽤する⼈の事故が多いと考えられます。

・時間帯別の⾃転⾞事故件数をみると、通勤・
通学時間帯である8〜10時が最も多く、次に
帰宅時間である16〜18時、18〜 20時の事故
が多くなっています。

まもる

【事故件数平均】
平⽇︓221件 ＞⼟⽇︓140.5件



■⾃転⾞関連の取組状況
（４）⾃転⾞のルール・マナーの教育

⾃転⾞の安全利⽤に向け、「福岡市⾃転⾞の安全利⽤に関する条例」（以下、市⾃転⾞条例）
に基づき、⾃転⾞のルール・マナーに関する交通安全教室や啓発活動を実施

〈⾃転⾞のルール・マナーに関する交通安全教室〉

体験型⾃転⾞教室の開催
VR（バーチャル・リアリティ︓仮想現実）
により⾃転⾞事故の恐ろしさを疑似体験する
ことで、交通ルールや安全な通⾏⽅法を学ぶ

〈⾃転⾞安全利⽤指導員（パトなび）による巡回〉
市⾃転⾞条例により「⾃転⾞押し歩き推進区間」に
指定した天神地区渡辺通⻄側歩道（約400m）など、
都⼼部を中⼼に巡回し、⾃転⾞の安全利⽤の指導・
啓発を実施（１⽇あたり７〜８名巡回）

〈⾃転⾞安全利⽤推進員の活動〉
市が委嘱し、活動を⽀援している⾃転⾞安全利⽤
推進員が、地域において⾃転⾞の安全利⽤に関す
る教育及び啓発を実施

〈その他 啓発活動の実施〉
四季の交通安全運動など各種キャンペーンにおいて、
⾃転⾞安全利⽤にかかるチラシ・リーフレットを配布

⾃転⾞損害賠償保険等への加⼊義務化

⾃転⾞事故による被害者救済の観点から、市⾃転⾞
条例及び福岡県⾃転⾞の安全で適正な利⽤の促進及
び活⽤の推進に関する条例において、⾃転⾞損害賠
償保険等への加⼊を義務化
（令和2年10⽉1⽇施⾏）

■義務化対象者
①⾃転⾞利⽤者
（18歳未満の児童等の場合は、その保護者）
②事業者
（事業活動において、従業員に利⽤させるとき）
③⾃転⾞貸出業者
（福岡県への届出義務あり）

(※)

(※)⾃転⾞を利⽤中の事故により⽣じた、他⼈の⽣命⼜は⾝体の
損害を賠償するための保険⼜は共済

■⾃転⾞損害賠償保険等の種類
個⼈賠償責任保険、 TSマーク付帯保険、
クレジットカードの付帯保険 等
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（令和５年度の開催実績）
開催回数 参加⼈数

252回 43,412⼈
※主な対象者

⼩・中・⾼校⽣、留学⽣、⾼齢者等

まもる



■⾃転⾞関連の取組状況
（５）駐輪環境の形成（市営・官⺠共同駐輪場）

駐輪需要の⾼い鉄道駅や都⼼部などにおいて、令和６年３⽉末までに官⺠共同駐輪場を含
め143か所の駐輪場を設置している。（市営駐輪場︓132か所、官⺠共同駐輪場︓11か所）
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とめる

自転車駐車場ステーションマップ

：有料

：無料

有料 無料 合計

箇所数 100 43 143

収容台数 42,145 9,607 51,752



■⾃転⾞関連の取組状況
（５）駐輪環境の形成（市営・官⺠共同駐輪場）~路上駐輪場~

路上駐輪場は、放置⾃転⾞が多いにもかかわらず駐輪場⽤地の確保が困難な地区において、
広幅員の歩道を⼀部を利⽤した暫定の駐輪場であり、周辺に路外駐輪場の確保ができれば撤去
する⽅針としている。（現在設置されている路上駐輪場台数︓約4,000台）
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撤去前（渡辺通り）

撤去後（渡辺通り）

天神駅周辺の撤去事例
天神ビジネスセンター(402台)や、天神ビジネスセンタービル(383台)等、付近のビル開発

による⼤規模⺠間駐輪場の整備に合わせて、路上駐輪場を廃⽌している。

令和４年１０月撤去完了
２７５台

令和５年２月撤去完了
２３３台

天神北…
今後の民間開発の動向等を捉え
撤去を検討

福岡大名ガーデンシティ

天神ビジネスセンタービル

とめる



■⾃転⾞関連の取組状況
（５）駐輪環境の形成（市営・官⺠共同駐輪場）~路上駐輪場~
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とめる

■福岡市の駐輪場整備台数及び路上駐輪場整備・廃止台数の推移

・路上駐輪場について、平成9 年度の⼤橋駅路上駐輪場の整備に始まり、これまでに15 地区
で最⼤約6,300 台分（平成27 年度）を整備してきている。

・令和６年４⽉１⽇時点では、路外駐輪場整備に伴う廃⽌等を進め、4,055 台となっている。



■⾃転⾞関連の取組状況
（６）駐輪環境の形成（⺠設駐輪場）

附置義務駐輪場については、附置義務条例を定めており、令和６年３⽉末までに711か所、
約６万３千台が整備されている。

また、都⼼部においては、官⺠連携し、⺠間施設建替え時に附置義務台数以上の駐輪場整備
を促進している。

福岡⼤名ガーデンシティ
附置義務台数︓251台
駐輪整備台数︓447台

令和４年竣⼯予定
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■福岡市の附置義務駐輪場の推移

１０年前と⽐べて、
約２万１千台が整備されている

42,041 42,846 43,672 
46,349 47,691 48,411 

51,255 53,361 55,467 56,826 57,948 59,542 60,871 
63,496 

474 488 495 509 523 530 545 573 601 621 638 667 690 711 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

収容台数 箇所数

（年度）

（台） （か所）

令和５年３⽉竣⼯

コネクトスクエア博多
附置義務台数︓76台
駐輪整備台数︓92台

令和６年３⽉竣⼯

ONE FUKUOKA BLDG.
※イメージパースは2024年4⽉19⽇付

⻄⽇本鉄道株式会社 ニュースリリース より引⽤

令和７年竣⼯予定

資料︓道路下⽔道局

現計画期間においては、約4,000台整備

とめる



■⾃転⾞関連の取組状況
（７）⾃転⾞の放置状況

平成１３・１５年の２期連続で天神地区が違法駐輪全国ワースト１位になり、放置⾃転⾞対策
を実施した結果、天神地区の放置⾃転⾞台数が⼤幅に減少しており、全市においても放置台数が
⼤幅に減少している。
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■市内の放置自転車台数

資料︓⾃転⾞等駐⾞実態調査（道路下⽔道局）

まもる



23,405 

10,390  9,684  8,815  8,241 
14,348 

5,215  4,739  3,881  3,505 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R元年度 R2年度 R３年度 R４年度 R５年度

撤去台数 返還台数

■⾃転⾞関連の取組状況
（７）⾃転⾞の放置状況

放置台数及び⾃転⾞撤去台数は、放置⾃転⾞対策の浸透や駐輪場の充⾜により、着実に減少し
てきたが、現状を維持するために引き続き放置⾃転⾞を防⽌する対策が必要である。撤去された
⾃転⾞の返還率は４割程度となっている。

また、令和６年７⽉末までに４７地区の放置禁⽌区域を指定している。
■年度別自転車撤去台数と返還台数
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■放置自転車撤去状況

■自転車放置禁止区域（４７地区）

（参考）
返還⼿数料︓2,500円

（参考）
⾃転⾞放置禁⽌区域内では即⽇撤去、
域外では３⽇経過後に撤去できる。

（61％）

（50％） （49％） （44％） （42％）

資料︓道路下⽔道局

まもる



■⾃転⾞関連の取組状況
（８）放置⾃転⾞対策啓発事業
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〈街頭指導業務〉

〈放置サイクルZERO宣⾔︕キャンペーン〉

放置⾃転⾞対策のモラルマナー啓発の⼀環として、路上での⾃転⾞利⽤者に対する⾃転⾞放置防⽌の呼びかけを⾏っている。
●事業主体︓福岡市（⺠間事業者へ業務委託）
●活動内容︓駐輪場への案内・誘導
●延べ配置⼈員︓19,687⼈（令和５年度実績）

⾃転⾞利⽤者の多くを占める若年層に効果的に意識改⾰を訴えるために、積極的に放置⾃転⾞対策に取り組む⺠間事業者と
共同で「チャリ・エンジェルズ」というキャラクターを作成し、平成１３年度から天神・博多・中洲地区で活動している。
●事業主体︓福岡市（⺠間事業者へ業務委託）
●活動内容︓駐輪場マップの取付け、キャンペーングッズやリーフレット配布
●活動実績︓年間２４回（令和５年度）

放置⾃転⾞対策啓発事業として、啓発活動や街頭指導業務などで放置対策に取組んでいる。

リーフレット配布状況
放置サイクルZERO宣⾔︕ホームページ

「チャリエンタウン」
（駐輪場マップ、再利⽤⾃転⾞の取扱店等の案内）

街頭指導状況

〈放置⾃転⾞対策協⼒員制度〉
⾃転⾞放置防⽌活動を推進を希望する団体（地元⾃治会、企業団体、ボランティア団体等）を⾃転⾞放置防⽌推進団体及び協⼒

員として認定し、⾃転⾞利⽤者に対する⾃転⾞放置防⽌の呼びかけを⾏っている。
●事業主体︓地元⾃治会、企業団体、ボランティア団体等
●活動内容︓駐輪場への案内・誘導 等
●協⼒員数（団体数）︓427⼈（36団体） 令和５年度
〈新システムの導⼊〉
令和４年度から放置⾃転⾞対策において、ICTを活⽤し、遠隔による放置⾃転⾞の認定、撤去時点からの登録・共有、市⺠の⽅

による撤去⾃転⾞の検索が可能になる新システムを導⼊している。

まもる



■⾃転⾞関連の取組状況
（９）シェアサイクル 〜福岡スマートシェアサイクル事業〜

■事業の概要

17

いかす

シェアサイクル

（１）⽬的
福岡市の都⼼部の回遊性向上や放置⾃転⾞の減少、駐輪場整備の抑制など

を⽬的として、事業者と共同で「福岡スマートシェアサイクル事業」を実施。
（２）事業期間

令和２年４⽉〜令和７年３⽉ （実証実験︓平成30年6⽉〜令和２年３⽉）

（３）実施事業者
チャリチャリ株式会社

（４）利⽤料⾦
１分７円、電動アシスト付きは１分１７円

（５）実施エリア

ポート拡⼤の状況

近年は新たな事業者もサービス開始

世界⽔泳にあわせ、
インバウンド対応（令和５年７⽉以降）
（国際番号対応、4か国語対応）



■⾃転⾞関連の取組状況
（１０）⻘切符の導⼊

・⾃転⾞の交通違反に反則⾦を納付させる、いわゆる「⻘切符」による取締りの導⼊を盛り込んだ改正道
路交通法が令和６年５⽉１７⽇、可決・成⽴。信号無視や携帯電話を使⽤しながらの運転などが対象と
なり、２年以内に施⾏される。
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新しい動き

＜取締りの対象について＞
改正法は、⾃転⾞が関係する事故が増加傾向にある中、⾞やオートバイと同様、交通違反に対して反則⾦を納付させる

いわゆる「⻘切符」を導⼊するもので、１６歳以上を対象に適⽤され、約115の違反⾏為が対象となり、このうち重⼤な事
故につながるおそれがある違反を重点的に取り締まるとしています。

また、これまで罰則の対象外だった⾃転⾞での酒気帯び運転について3年以下の懲役、または50万円以下の罰⾦が設けら
れました。

⻘切符による取締りは、公布から2年以内に施⾏される予定で、今後、反則⾦の⾦額などについて政令が定められます。

取締りの対象となる自転車の主な違反
反則額は原付バイクの場合。今後規則で定める。
交通反則切符
/交通切符

違反内容 反則額

信号無視 6,000円

指定場所一時不停止 5,000円

通行区分違反（右側通行、歩道通行など） 6,000円

遮断踏切立ち入り 7,000円

歩道での通行方法違反 －

横断歩行者妨害 6,000円

制動装置不良車両運転 6,000円

スマートフォンや携帯電話などの使用 12,000円

緊急車妨害 5,000円

公安委員会順守事項違反（傘差しなど） 5,000円

青切符

赤切符

スマホなどの使用で危険を生じさせた場合

あおりなどの妨害運転

酒気帯び運転

酒酔い運転



■⾃転⾞関連の取組状況
（１１）ヘルメット着⽤の努⼒義務化

・令和５年４⽉１⽇に「道路交通法の⼀部を改正する法律」が施⾏され、⾃転⾞乗⾞時のヘルメット着⽤
が、年齢問わず努⼒義務となった。
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資料：福岡県ホームページより

新しい動き

【着⽤率調査】
○全国での調査（警察庁）

・令和５年７⽉実施
・47都道府県で調査
・全国平均は13.5％。福岡県のみは8.0％

○福岡県での調査（福岡県警独⾃調査）
・令和５年７⽉実施
・福岡地区、北九州地区、筑豊地区、筑後地区で調査
・県内全体は10.0％。福岡地区8.8％



■⾃転⾞関連の取組状況
（１２）電動キックボードの普及

＜特定⼩型原動機付⾃転⾞とは＞
原動機付⾃転⾞のうち、外部電源により供給される電気を動⼒源とするものであって、以下の

要件をすべて満たす電動キックボード等は「特定⼩型原動機付⾃転⾞」に分類され、軽⾃動⾞税
（種別割）の登録申告が必要。

20

・電動キックボードとは、キックボードに原動機を搭載したもので、⼿軽に乗れる新たなパーソナルモビリ
ティとして注⽬されている。令和5年7⽉1⽇から⼀定の要件を満たす電動キックボード等は、特定⼩型原
動機付⾃転⾞として新たな交通ルールが適⽤されている。

・原動機の定格出⼒が0.60キロワット以下であること
・⻑さ1.9メートル以下、幅0.6メートル以下であること
・最⾼速度が20キロメートル毎時以下であること

資料：国土交通省ホームページより

新しい動き



■⾃転⾞関連の取組状況
（１３）脱炭素社会の実現に向けた動き

21

・福岡市は、気候変動の影響への危機感と温暖化のもたらす深刻な状況を改めてあらゆる主体と共有し、連
携・協⼒しながら、脱炭素社会の実現に向けて⾏動を加速させていく「脱炭素社会の実現に向けた福岡市
⾏動宣⾔」を令和４年７⽉１⽇に⾏った。

〜福岡市地球温暖化対策実⾏計画より⾃転⾞関連を抜粋〜

福岡市地球温暖化対策実⾏計画
（令和４年８⽉策定）

めざす姿︓環境にやさしく移動できるまち

<関連する⾏政の取組み>

○⾃転⾞、徒歩などで移動しやすい環境整備

・安全で快適な通⾏環境づくりや利⽤しやすい駐輪環
境づくり等、⾃転⾞利⽤環境の向上を図ります。

新しい動き



■⾃転⾞関連の取組状況
（１４）インバウンドの回復
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・福岡市を訪れる観光客や外国⼈⼊国者は、新型コロナウイルスの影響により、令和２年度以降⼤きく減少
していたが、徐々に交流⼈⼝が回復しつつある

新しい動き

■入込観光客数の推移 ■外国人入国者数の推移



＜参考＞⾃転⾞を取り巻く現状（全国）
（１）⾃転⾞の特徴

特徴１︓燃料を使⽤せず、環境にやさしい移動⼿段

特徴４︓体に負担をかけずにエネルギーを消費できる移動⼿段

特徴２︓全ての世代で利⽤されている移動⼿段
・⾃転⾞は、⼦どもから⾼齢者まで、⾝近に利⽤されるのりものであり、
幅広い世代で利⽤されている。
・しかしながら、世代別でみると、１０代では23.0%利⽤されている
が、運転免許が取得が可能な20代では16.0％まで減少している。

特徴３︓5km 以内の短距離では鉄道、⾃動⾞等に⽐べ所要
時間が短く、最も効率的な移動⼿段

５km以内の近距離では、⾃転⾞の時間効率が最も⾼くなっており、⾃
動⾞・バス・鉄道に乗⾞して移動を開始するまでの初期時間がかかるの
に⽐べ、⾃転⾞はすぐに乗⾞し、移動することができる。
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（２）⾃転⾞の保有台数
・⾃転⾞の保有台数は2000年代に⼊ってから横ばいで推移し、乗⽤⾞の保有台数と同程度になって

いましたが、近年は減少傾向となっています。

■自転車保有台数の推移
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＜参考＞⾃転⾞を取り巻く現状（全国）

自転車保有台数は標本調査による推計値。自動車保有台数は二輪車を除く、各年3月の登録台数。

【出典】
自転車（S45～H20）（社）自転車協会
（H21～H25）（財）自転車産業振興協会
（H26～R1）自転車保有台数推計報告書 （財）自転車産業振興協会
（R2～R6）2021年度自転車保有並びに使用実態に関する調査報告書要約版 （財）自転車産業振興協会

自動車：（財）自動車検査登録情報協会



（３）⾃転⾞の販売台数
・近年、⾃転⾞の利⽤⽬的や嗜好が多様化し、様々な⾃転⾞が普及しており、⼀般⾞に次いで、

スポーツ⾃転⾞と電動アシスト付の販売台数が多くなっています。

25

＜参考＞⾃転⾞を取り巻く現状（全国）

■車種別販売台数の推移（1店舗当たり） ■車種別販売台数の推移（1店舗当たり）
※平成27年を１とした場合

電動アシスト⾞
1.14倍



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（１）交通⼿段
・福岡市内居住者の移動⼿段の中で、⾃転⾞の割合は平成29年の北部九州圏パーソントリップ調査で

12.2%であり、前回調査と⽐較すると概ね横ばいとなっています。

（２）⾃転⾞の移動⽬的
・福岡市内居住者の⾃転⾞利⽤者の移動⽬的は、通勤、業務の割合が拡⼤しています。

現計画の再掲

現計画の再掲

■⾃転⾞の移動⽬的

■交通⼿段



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（３）移動距離別の分担率
・距離別における⾃転⾞利⽤者の分担率は、徒歩、⾃動⾞を除くと 1 〜 2km の移動が２１％と

最も多くなっています。
・4〜 5kmを超えると、⾃転⾞での移動が公共交通機関（鉄道・バス）と⼊れ替わる結果となっています。

現計画の再掲

■距離別分担率



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（４）⾃転⾞の交通量
■⾃転⾞12時間交通量 ・⾃転⾞ 12 時間交通量をみると、天神・博多駅地区から半径 5㎞圏内

に交通量の多い路線が集中しています。



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（５）都⼼の⾃転⾞利⽤圏の⼈⼝

・都⼼の⾃転⾞利⽤圏内に居住している⼈⼝は、令
和2年度で全体の 50.0％、世帯数は 56.0％を占
めています。

資料：平成27年、令和2年国勢調査

■⾃転⾞利⽤圏⼈⼝・世帯数 ■福岡市の年代別⼈⼝

※「（３）移動距離別の分担率」によると、５km 以内の移動では公共交通機関より⾃転⾞の分担率が⾼く
なっています。また、「（４）⾃転⾞の交通量」は、都⼼部 ( 天神・博多駅地区 ) が多いことから、天
神・博多駅地区から半径５km 圏内の地域を「都⼼の⾃転⾞利⽤圏」として考えられます。

※（ ）の数字は福岡市⼈⼝総数に対する割合を⽰す。

・福岡市の20代⼈⼝のうち、59.3％は都⼼の⾃
転⾞利⽤圏内に居住しています。



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（６）天神・博多駅周辺地区への⾃転⾞分担率の変化

・天神・博多駅周辺地区へ向かう⾃転⾞トリップ数について、平成 17 年と平成 29 年を⽐べると、天神地
区は約 6,000トリップ減少、博多駅周辺地区は約 5,000トリップ増加しており、天神地区よりも博多駅
周辺地区へのトリップ数の⽅が多くなっています。

・博多駅周辺地区においては、5㎞以上離れた場所でも⾃転⾞の分担率が 15% 以上の地域が⾒られます。

H17年H17年 H29年H29年
⾃転⾞利⽤割合︓8.2%
集中量︓30,286トリップエンド

⾃転⾞利⽤割合︓7.0%
集中量︓24,209トリップエンド

■天神地区への⾃転⾞分担率の変化

H17年H17年
H29年H29年⾃転⾞利⽤割合︓8.8%

集中量︓21,625トリップエンド
⾃転⾞利⽤割合︓10.5%
集中量︓26,243トリップエンド

■博多駅周辺地区への⾃転⾞分担率の変化

現計画の再掲

資料︓北部九州パーソントリップ調査



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（７）通勤・通学での⾃転⾞利⽤状況

・通勤・通学に⾃転⾞を利⽤している15歳以上の
⼈⼝は平成12年から令和２年でやや減少してい
ます。

■交通⼿段が⾃転⾞である15歳以上の
通勤・通学者数

■学⽣等の状況

資料︓国勢調査

資料︓R1学校基本調査

※（ ）の数字は福岡市⼈⼝総数に対する割合を⽰す。

・福岡市には⼤学が多く⽴地していることから、⼤学
⽣は、福岡市全体の⼈⼝の 4.4% を占めており、
政令市では京都市に次いで２番⽬に多い割合です。

・⾼校⽣の割合も多く、2.6% となっています。



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（８）主要駅までの⾃転⾞利⽤数の変化
・主要駅までの⾃転⾞の分担率をみると、都⼼部（⻄鉄福岡（天神）・JR 博多）の⾃転⾞分担率は低く

なっており、姪浜や橋本では⾃転⾞の分担率が⽐較的⾼くなっています。

現計画の再掲



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（９）鉄道駅周辺駐輪場の利⽤状況
・市営駐輪場の収容台数及び1 ⽇平均利⽤台数は、平成13 年から⼤きく増加しており、

利⽤率も令和５年度で80.8% と平成13 年度から5.8％増加しています。

資料：道路下水道局

■鉄道駅周辺駐輪場の利⽤状況



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（10）シェアサイクルの利⽤状況
・平成30年に実証実験事業として利⽤が開始されたシェアサイクルは、令和6年3⽉時点でポート数が

708か所、導⼊⾃転⾞台数約4,200台となり、⽉間ライド数は事業開始時と最多利⽤時を⽐較すると約
89倍の70.8万回となっています。

■シェアサイクルの⽉間総ライド数の推移

資料：道路下水道局

最多利⽤



＜参考＞福岡市の⾃転⾞の利⽤状況
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（11）市内幹線道路の⾃転⾞事故発⽣件数

出典：福岡県オープンデータ 「福岡県交通事故データ」 （R2～R4）

■⾃転⾞事故発⽣件数
・市内の路線別の事故発⽣件数をみると、天神・博多駅地区か

ら半径5㎞圏内に事故件数が多い路線が多くみられます。



＜参考＞福岡市の上位・関連計画における⾃転⾞の位置づけや施策の内容
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第 9 次福岡市基本計画（平成24年12⽉改定）※令和７年度改定予定
施策3-4︓ルールが守られ、⼈にやさしい安全なまちづくり（⾃転⾞の安全利⽤などの適正化）
施策4-5︓公共交通を主軸とした総合交通体系の構築

福岡市都市交通基本計画（平成26年5⽉改定）※令和７年度改定予定
⽬標像Ⅲ︓環境にやさしい交通 ⽅針７︓⾃転⾞、徒歩で移動しやすい交通環境づくり
⽬標像Ⅳ︓活⼒ある都⼼部を⽀える交通 ⽅針９︓都⼼拠点間の公共交通軸の形成と回遊性の向上

福岡市道路整備アクションプラン2024（令和３年６⽉策定） ※令和７年度改定予定
ビジョン１︓ユニバーサル都市・福岡を実現する道づくり ３.⾃転⾞と共⽣する道づくり

第11次福岡市交通安全計画（令和４年１⽉改定）
施策２︓⾃転⾞安全利⽤の推進 (1)⾃転⾞利⽤環境の総合的整備、 (2)交通安全教育及び指導・啓発、
(3)⾃転⾞の安全性の確保、 (4)⾃転⾞利⽤者に対する指導取締りの推進、 (5) 「福岡市⾃転⾞の安全利
⽤に関する条例」等の周知

第2次福岡市教育振興基本計画（令和元年6⽉策定）
施策16︓⼦どもの安全確保に向けた取組みの推進 通学路の安全確保．交通安全教室や⾃転⾞教室
による交通安全指導の充実

福岡 観光・集客戦略2013（平成25年3⽉策定）
戦略９︓来福客がゆっくり楽しむ、福岡のまち巡り戦略
４）住む⼈、訪れる⼈、働く⼈の⼼に残る魅⼒ある都市空間デザインの創造

福岡市保健福祉総合計画（令和３年8⽉策定）
基本⽬標１︓健康づくりの推進 健康づくり⽀援の仕組みと環境づくり

福岡市スポーツ推進計画（令和４年５⽉策定）
⽬標１︓誰もがスポーツに親しみ、楽しむことの環境づくり 誰もがスポーツに親しめる機会の創出

福岡市地球温暖化対策実⾏計画（令和４年８⽉策定）
【めざす姿】 環境にやさしく移動できるまち 公共交通等の利⽤

⾃転⾞、徒歩などで移動しやすい環境整備



＜参考＞国の⾃転⾞活⽤推進計画について（令和３年度〜令和７年度）
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＜参考＞国の⾃転⾞活⽤推進計画について（令和３年度〜令和７年度）

38資料：令和5年度第1回自転車の活用推進に向けた有識者会議配布資料より



＜参考＞県の⾃転⾞活⽤推進計画について（令和４年度〜令和８年度）
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